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心臓のエネルギー源と
なる脂肪酸

心血管系に有益な
オメガ-�脂肪酸

正常な心血管機能を
サポートするミネラル
（マグネシウムなど）

心臓の健康に
役立つタウリン

心臓のエネルギー代謝を
助けるL-カルニチン

（またはアミノ酸前駆体）

犬や猫の生涯における心臓の拍動は10億回
を超えます1。

HOT TOPIC

栄養と心臓の健康

心臓は非常に重要な臓器で、規則正しい速
度やリズムを維持しサポートするために、特
定の栄養素や持続的なエネルギーの供給に
依存していますが、ペットの心臓の健康に栄
養が果たす役割については見落とされること
が多いです。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要

栄養と心臓の健康

バランスのとれた総合栄養食を与えることは、心臓の健
康をサポートするのに重要な栄養素を確実に摂取するの
に役立ちます。

犬や猫のボディコンディションを理想的に保つことも、 
心臓の最良な健康に貢献します。
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脂肪酸の酸化

心筋のミトコンドリア 心筋の収縮

RE/CRCE/JP

犬や猫では、肥満は心疾患発症の主要なリスク因子ではありま
せんが、過体重は心臓に影響を与える可能性があります2。

研究によって、過体重の犬には以下のような症状があることが
示されています。

 ■ 安静時心拍数が高く、収縮期血圧が高い

 ■ 血中の炎症マーカーが高値を示す（心疾患と関連がある状
態）

 ■ 左心室の厚みの異常

猫では同様のデータは得られていません。しかし、肥満の猫で
は糖尿病のリスクが4倍超であり、猫の糖尿病は心筋機能障害
と関連しています3。

食事中の脂質はペットの心臓の健康に影響
しますか？

タウリンやL-カルニチンが心臓に重要なのは
何故ですか？

塩分は心臓の健康に関与していますか？

長鎖脂肪酸（LCFA）は食物中に含まれる油脂に最も多い脂肪酸
です。健康な心臓では、LCFAは心臓の拍動を維持する主要な
エネルギー源となります4。

タウリンとL-カルニチンはいずれも心臓の健
康に重要な役割を果たす栄養素です。

アミノ酸の一種であるタウリンは心筋細胞
の機能や心筋の収縮能を維持します7。

L-カルニチンはエネルギーを産生するため
心筋細胞のミトコンドリアへ長鎖脂肪酸を
輸送するのを助けます8。

犬は自身の要求量を満たす十分な量のタウリンを他のア
ミノ酸から産生できます。猫は自身で十分量のタウリンを産生
できないため、この必須アミノ酸を食事（肉、甲殻類またはサ
プリメント）から摂取する必要があります。稀ではありますが、
食事中にタウリンの前駆体であるアミノ酸が不足している場合、
犬でもタウリン欠乏が起こることがあります。タウリン欠乏は犬
と猫のいずれでも心疾患を引き起こします7,9。

犬と猫のいずれも、アミノ酸であるリジンとメチオニンからL-カ
ルニチンを合成することができます。

人に関して世界保健機関は高血圧および心臓への潜在的な影
響を懸念して塩分摂取を制限するよう推奨しています10。一方、
健康なペットでは塩分摂取が血圧を上昇させたり心臓の健康に
負の影響を与えたりするというエビデンスは科学論文において
示されていません11,12。

犬や猫について塩分摂取と心疾患（または高血圧）との因果関
係を示すデータはありませんが、最新の推奨では過剰な塩分摂
取を避けつつ過度の塩分制限をしないよう規定されています13。

エイコサペンタエン酸（EPA）などのオメガ-3脂肪酸はLCFAでも
あり、以下に示すようにさまざまな心臓へのメリット5があります。

 ■ 炎症を軽減

 ■ 犬の不整脈を安定化

 ■ 血圧を下げる

人では、飽和脂肪酸を多く含む食事は「悪玉」コレステロール値
を上昇させ、「動脈閉塞」を引き起こす可能性があるため、しば
しば飽和脂肪酸の摂取量を減らすことが推奨されます。しかし、
遺伝的な相違や代謝に関する相違があるため、犬や猫では食
事とは無関係に「悪玉」コレステロールよりも「善玉」コレステ
ロールのほうが多く存在しています。このため、ペットは食事中
のどのような種類の脂質にも対応できます。しかし、過剰量の
脂質を食事から摂取すると肥満のリスクが生じます6。
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